
①［第24号］　　　　　　　　安全衛生コンサルタント会　　　　　　　　（平成18年）

（社）日本労働安全衛生コンサルタント会

神奈J支部ニュース

（第　24　号）

し
ょ
う
か
。
そ
の
為
に
は
、
会
月
各

位
の
知
恵
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
支
部
長
と
し
て
、
勿
論
頑
張
り

ま
す
が
、
あ
た
た
か
い
ご
指
導
と
ご

鞭
捷
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

文
弱
長
　
石
渡
弘
一

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
」
会
貞
の
先
生
方
に
は
、
ご
健
勝

に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
初
夢
は
如
何
で
し
た
か
？

さ
て
、
昨
年
の
衆
議
院
議
員
遮
挙
は

小
さ
な
政
府
と
改
革
を
掲
げ
た
、
小

泉
自
民
党
圧
勝
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
の
環
境

ほ
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
郵
政

民
営
化
に
始
ま
り
、
規
制
綾
和
・
官

か
ら
民
へ
の
流
れ
は
、
例
外
な
く
あ

ら
ゆ
る
業
界
に
及
ぼ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
例
え
ば
特
別
安
全
衛
生
診
断

事
業
な
ど
行
政
か
ら
の
仕
事
の
流
れ

が
、
今
後
増
え
る
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
一
方
、
今
話
題
の
「
耐
震
強

度
偽
装
問
題
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

民
に
移
行
す
る
と
倫
理
面
も
含
め
た

事
故
責
任
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
第
一
二
者
に
よ
る
業
務
評

価
を
求
め
ら
れ
る
傾
向
が
窺
え
ま

す
。
今
、
当
面
の
行
動
は
、
仕
事
の

領
域
を
拡
大
す
る
為
の
広
報
の
仕
方

の
工
夫
や
ユ
ー
ザ
ー
の
ア
ウ
ト
カ
ム

を
求
め
る
姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
で
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平
成
1
7
年
度
後
期
事
業
部
研
修

会
は
、
1
月
罰
日
（
土
）
に
か
な
が

わ
労
働
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
中
か
ら
今
回
は
、
『
人
間

の
機
能
か
ら
安
全
を
考
え
る
』
と

の
講
演
（
石
渡
先
生
）
を
取
り
あ

げ
ま
す
。

本
研
修
会
は
、
医
学
的
立
場
か

ら
考
え
た
安
全
対
策
で
あ
る
。
ま

ず
始
め
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
①

事
故
防
止
は
可
能
か
②
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ァ
ク
タ
ー
と
は
①
釆
国
空
軍
の

事
故
対
策
5
M
④
人
間
の
意
識
レ
ベ

ル
⑤
平
成
1

6
年
度
の
神
奈
川
県
の

災
害
分
析
の
順
に
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
③
で
は
単
に
マ
ン

け
で
な
く
事
故
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
管
理
）
　
メ
デ
ィ
ア
　
（
労
働
環
境
）

ミ
ッ
シ
ョ
ン
　
（
任
務
）
　
な
ど
総
合

的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
米
空

軍
は
認
識
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
④
で
は
大
脳
の
状
態
が
活

発
で
適
当
な
緊
張
感
と
注
意
力
が

働
き
予
測
と
分
析
機
能
が
発
揮
さ

れ
る
フ
ェ
イ
ズ
3
の
状
態
を
い
か

に
持
続
で
き
る
か
が
問
題
で
あ

り
、
そ
の
分
析
方
法
と
し
て
、
B

G
M
を
流
し
た
り
、
午
後
2
時
半

低
下
で
2
m
前
後
の
低
い
所
か
ら

の
転
落
・
転
倒
事
故
が
多
い
の

も
、
気
の
緩
み
だ
け
の
原
因
で
は

な
い
棟
で
す
。

ま
た
人
間
の
刺
激
を
受
け
て
か

ら
脳
に
伝
わ
る
反
射
時
間
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

最
低
で
も
0
・

2
秒
以
下
に
は
な
ら

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
齢

と
と
も
に
1
秒
以
上
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
と
っ
さ
の
判
断
で
生
命
に
も

重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

の
位
置
に
も
そ
の
点
を
考
慮
し
て
い

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

人
が
外
界
か
ら
の
情
報
を
受
け

る
場
合
、
8
0
％
が
視
覚
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
視
力
の
低
下
と
必

要
照
度
を
考
え
る
と
高
齢
者
で
は

若
者
の
2
倍
の
明
る
さ
を
必
要
と

す
る
棟
で
す
。
ま
た
照
度
や
輝
度

と
い
っ
た
考
え
方
も
必
要
で
、
そ

の
結
果
職
場
の
標
示
の
文
字
が
大

き
く
な
っ
た
り
、
清
掃
が
必
要
に

（
人
間
）
　
や
マ
シ
ン
　
（
機
械
）

な
っ
た
り
し
ま
す
。

連
動
系
の
限
界
と
問
題
点
か
ら

考
え
ま
す
と
、
関
節
可
動
域
か
ら

『
通
常
作
琴
淫
〓
痘
大
作
業
城
』

と
い
っ
た
事
を
理
解
し
、
肘
を
中

心
と
し
た
『
通
常
作
業
域
』
で
作

業
す
れ
ば
、
疲
れ
ず
に
正
確
に
長

時
間
作
業
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る

辛
が
、
災
害
や
健
康
障
害
を
起
さ

な
い
近
道
で
す
。

人
口
問
題
か
ら
必
要
と
な
り
、

多
く
な
っ
て
き
た
高
齢
労
働
者
の

為
の
作
業
負
担
基
準
を
ほ
ん
の
少

し
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

す
ぎ
に
清
掃
タ
イ
ム
な
ど
を
と
り

イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
置
く
必
要
性
を

強
調
さ
れ
た
。

レ
ジ
メ
に
入
り
、
産
業
構
造
の

変
化
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
り
職

場
を
取
り
ま
く
状
況
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
高
齢
労
働
者
に
は
、

低
下
し
た
人
間
の
五
感
を
金
額
に

し
た
安
全
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
働
く
人
の
運
動
機
能

の
実
態
の
中
で
①
握
力
②
上
体
お

こ
し
③
開
眼
片
足
立
ち
④
最
大
酸

素
摂
取
量
⑤
B
M
I
指
数
の
中
で

特
に
⑤
は
男
女
と
も
5
0
歳
を
過
ぎ

る
と
同
じ
く
ら
い
に
な
る
が
、
最

も
重
要
な
事
は
③
の
平
衡
機
能
の

視
力
の
特
長
も
良
く
理

解
し
て
お
い
た
方
が
良
い

で
し
ょ
う
。
視
力
が
L

2
の

人
は
す
べ
て
の
視
界
が
L

2

と
思
い
が
ち
で
す
が
中
心

か
ら
1
0
皿
ず
れ
る
と
視
力

は
0
・

2
ぐ
ら
い
し
か
見
え
な

く
な
る
そ
う
で
す
。

特
に
人
間
の
視
野
内
の

特
性
と
し
て
は
、
良
好
な

視
野
は
廃
位
で
は
水
平
線

か
ら
3
0
度
以
下
。
立
位
で

は
1
0
度
以
内
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
V
D
T
作
業
や
、

第
1
・
2
・
3
種
と
い
っ
た

有
機
溶
剤
の
カ
ラ
ー
標
示

8日l（MyMa鮎加dox）とは‾

■■●　、　t　　　　　　■l l▼　　　ヽ▼

■、－　　　　　－・▲・－■　　　　　　　　　　■

8　性・年齢別8Ml
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回1　鮎く人の拙嬢旋欄重傷の真砂
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事
　
務
　
局
　
通
　
信

①
　
平
成
1
7
年
7
月
7
日
（
木
）

神
奈
川
労
働
局

安
全
衛
生
表
彰
式

於
　
メ
ル
パ
ル
ク
横
浜

辟
鴫
副
支
部
長
が
出
席

②
　
8
月
2
6
日
（
金
）

研
修
会
（
出
席
者
2
2
名
）

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
1
　
労
働
災
害
防
止
特
別

安
全
衛
生
診
断
全
項
目
集
計
結
果

の
本
省
報
告
の
概
要

テ
ー
マ
2
　
作
業
主
任
者
の
役
割

と
監
督
能
力

③
　
9
月
7
日
（
水
）

労
働
災
害
防
止
特
別
安
全
衛
生

診
断
事
業
（
B
特
）
打
合
会

（
出
席
者
2
3
名
）

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

④
　
9
月
2
4
日
（
土
）

研
修
会
（
出
席
者
2
6
名
）

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
1
　
食
料
品
製
造
業
の
安

全
診
断
（
A
特
受
託
関
連
）

テ
ー
マ
2
　
安
全
衛
生
診
断
（
是

正
勧
告
を
踏
ま
え
た
診
断
）

⑤

1
0
月
8
日
（
土
）

新
入
部
員
研
修
会

（
出
席
者
6
名
）

於
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

⑥
1
0
月
1

4
日
（
金
）

神
奈
川
産
業
保
健

推
進
セ
ン
タ
ー
平
成
1

7
年

度
第
支
部
長
出
席

⑦
　
1
0
月
2
1
日
（
金
）

～
2
2
日
（
土
）

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
於
　
高
知
）

帝
嶋
副
支
部
長
が
本
部
常
任
理

事
と
し
て
出
席

⑧
　
1
0
月
2
2
日
（
土
）

研
修
会
（
出
席
者
2
6
名
）

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
1
　
産
業
廃
棄
物
処
理
場

の
安
全
管
理
事
例

テ
ー
マ
2
　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
考
え

‖
月
7
日
（
月
）

港
湾
防
災
評
価
委
貞
会

宿
嶋
副
支
部
長
が
出
席

⑲
‖
月
1

9
日
（
土
）

第
一
回
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
（
保
健
衛
生
）
交
流
会

（
出
席
者
2
1
名
）

於
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

⑪
‖
月
加
日
（
土
）

研
修
会
（
出
席
者
3
3
名
）

於
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
1
機
械
の
包
括
的
安
全

基
準
に
関
す
る
指
針
と
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト

テ
ー
マ
2
小
規
模
事
業
場
（
従

業
貞
4
9
名
以
下
）
に
対
す
る
指
導

と
役
割

⑫
1

2
月
4
日
（
日
）

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
祭
り

於
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

支
部
無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
開
設

⑬
1
月
祁
日
（
土
）

研
修
会
（
出
席
者
3
0
名
）

於
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
1
人
間
の
機
能
か
ら
安

全
を
考
え
る

テ
ー
マ
2
労
働
時
間
等
の
管
理

（
安
全
衛
生
診
断
と
の
関
係
）

＊
＊
＊
＊

労
働
災
害
防
止
特
別
安
全
衛
生

診
断
事
業
（
B
蒋
）

安
全
（
R
A
）

安
全
（
一
般
）

労
働
衛
生

2
8
名
の
診
断
貞
に
よ
り
実
施

1
2
月
1
4
日
に
診
断
結
果
報
告
書

を
本
部
へ
送
付

◇
　
支
部
役
月
余
等

6
月
2
5
日
（
土
）
常
任
理
事
会

1
1
月
5
日
（
土
）
常
任
理
事
会

◇
事
業
部
幹
事
会
等

6
月
2
5
日
（
土
）
常
任
幹
事
会

‖
月
5
日
（
土
）
常
任
幹
事
会

平
成
1
8
年
1
月
1

4
日
（
土
）

常
任
幹
事
会
・
幹
事
会
及
び
新
年

情
報
交
換
会

＊
＊
＊
＊

今
後
の
主
要
行
事

①
平
成
1
8
年
2
月
9
日
（
木
）

支
部
見
学
会
（
独
立
行
政
法
人

港
湾
空
港
技
術
研
究
所
及
び
海

上
自
衛
隊
潜
水
医
学
実
験
隊
を

予
定
）

②
2
月
1
7
日
（
金
）

～
1
8
日
（
土
）

南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

於
千
乗
県

③
2
月
2
5
日
（
土
）
仙

骨
任
理
事
会
・
理
事
会

専
門
家
集
団
会
議

⑧
5
月
2
0
日
（
土
）

理
事
会
・
車
乗
都
全
体
会
議

⑨
6
月
1

6
日
（
金
）

平
成
1

8
年
鹿
定
期
総
会

於
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜

④
　
2
月
2
5
日
（
土
）

研
修
会

テ
ー
マ
1
　
B
特
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
診
断
の
実
状
と
事
例
（
事

例
発
表
）

テ
ー
マ
2
　
機
械
安
全
の
実
態
と

今
後
の
方
向

⑤
　
3
月
2
5
日
（
土
）

安
全
衛
生
特
別
診
断
事
業

（
A
特
）
打
合
会

⑥
　
4
月
1
5
日

常
任
理
事
会

常
任
幹
事
会

⑦
　
5
月
6
日

（土）
（土）

常
任
幹
事
会
・
幹
事
会
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働安全・衛生
コンサル 童ご利用1だぢし】

●安全衛生マネジメントシステムの導入と活用促進
安全衛生管理対策の強化として安全衛生マネジメントシステムの導入及びその

活用促進が求められ、事業場に廼合した安全衛隼活動のシステムづくりを如何に
行いリスクの低減を図って行くかが重要な課題と額っています。

●安全衛生活動の推進及び活性化
災害防止措置め一環と、レて事業場が自主捌こ安全衛生活動を体系的かつ積極的
に展開して行くことが求められ、労働者が菱餅襲義時って積嘩町こ参画できる安

吉野ヒの必須の条件となっています。全衛生活動を推進しで行く体制を整えることがヽ　／

●安全衛生教育の充実
現在の厳しい社会情勢の中、企業におIナる経営組織の形繋が変化しつつあり、

それに伴うて繋全衛生の活動形態家変革して行く対策が必要です。それに対応す
るため管理監督者及び労働者に対ずる、安全衛生の再教育の実施が望まれています。

●作業環境中碑争
健康障 の発生しない快適な職場環境像働勲てが軍むところであり、そ
れには事業場内に潜在する作業環境汚染に絡む有害琴囲ぬ把痙並びにそれに対す

る計画的な改善対策の実施が必要とな旦奏す女∨、ぶ

●THPとメンタルヘルネ
雇用の流動化、就業形態の多様化等にまる労働者の精神的負担の増大、過重労
働による健康障害を防止するための対策実施の方法が大きな問題となっています。

●特定業務、モの他
上記以外に労働安全衛生に関連する法的な事項並びに事業場が実施する自主的

な規制に関する対策等の実施が必要となっています。

◎ホームページを立ち上げました◎′

http：／／WWW．geOCities．jp／COnkanashibu／


